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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 
硬性白斑は病理学的に脂質やタンパク変性物質（ヒアリン）などの非細胞性物

質、もしくはマクロファージから構成されると報告されている。しかし、既存

の検査機器では解像度が低く、実臨床における硬性白斑の構成成分検討は困難

であった。本研究では分解能5µmの補償光学付き走査型レーザー検眼鏡（AO-

SLO）を用いて、網膜血管病を有する患者において硬性白斑を観察した。AO-

SLOによる観察で、硬性白斑は高輝度病変として観察された。また、眼底写真

やスペクトラルドメイン光干渉断層計（SD-OCT）のいずれにおいても区別で

きなかった2種類の異なる形態がAO-SLOでは観察された。一つは異なる内部

輝度を持つ球状粒子が集簇した形態であり（粒状タイプ）、もう一つは不規則

な形状の沈着物であった（不規則タイプ）。粒状タイプで観察される球状粒子

の平均直径は26.9±4.4μmであった。粒状タイプの硬性白斑が観察される領域

の網膜厚は、不規則タイプの硬性白斑が観察される領域よりも有意な肥厚を認

めた（P = 0.02）。これらの結果から、AO-SLOにおける硬性白斑所見は、網

膜血管疾患の病態および臨床予後の理解に役立つ可能性が示唆された。 

 

以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文に

ついての試験では、まず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、

各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々

質問を行い、おおむね満足すべき回答を得た。よって調査委員合議の結果、試験は

合格と決定した。 

 なお本論文は共著者多数であるが、予備調査の結果、本人が主導的役割を果たし 
ていることを確認した。 


